
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【北九州市】 

学校名【北九州市立二島小学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

１．４年生 ４０名 

２．５年生 ４４名 

３．３年生 ４６名 特別支援学級４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（学級活動 総合的な学習の時間 体育等） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

１．肢体不自由や視覚障害のある方の生活する上での苦労や工夫

を知り、体験を通して考え、障害のある方々と共生する社会につ

いて考える。また、障害者スポーツの体験を通して、障害者に対

する理解促進につなげる。 

２．日常よりホスピタリティーを大切にしながら接客をしている

講師に講演をしていただき、他者へのおもてなしの心を学ぶこと

を通して、対人関係の向上、コミュニケーション能力の向上を図

る。 

３．３年生と特別支援学級との交流学習を通して、スポーツの楽

しさ、協力のすばらしさを味わいながら相互理解を図る。 

５ 取組内容 【１．障害者支援施設の協力を基にした障害者の生活や障害者ス

ポーツの理解 令和３年１１月１１日（木曜日）】 

 毎年、障害者施設から職員の方をお招きしているが、今年度は

新型コロナウイルスの影響を受けて、器具を貸し出しという形で

ご提供いただき授業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２．おもてなし講座 令和３年１１月１５日（月曜日）】 

  スターフライヤーが実施しているおもてなし講座に申し込

み、本校の学校教育目標である「自分も人も大切にする」心の

育成をテーマに講演をしていただいた。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 

介助の体験活動 学習に使用した支援の器具 



 

 

 

 

 

 

【３．風船バレーボールによる交流学習 

令和３年１２月１６日（木曜日）】 

  ３年生と特別支援学級が風船バレーボールで交流学習を行

った。ルールを理解し、互いに励まし合いながら活動した。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

〇 実際に体験することで、障害者の方々の苦労や工夫を実感す

ることができた。【取組１】 

〇 おもてなし講座で学んだことを、学校行事で生かすことがで 

きた。【取組２】 

〇 皆で汗をかきながらスポーツを楽しむことを通して、互いの

よさを認め合うことができ、その後のよりよい人間関係づくり

につながった。【取組３】 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇 外部講師を招くことができなかったので、事前の打ち合わ

せを綿密に行った。【取組１】 

〇 オンラインによる学習では、事前に音声や映像のチェックを

入念に行った。【取組２】 

〇 ルールや目的を可視化し、明確にした上でゲームを行った。 

 【取組３】 

８主な課題等  新型コロナウイルスの影響で、児童が直接出会える方々とお会

いできなかったことは残念であった。今後も、感染防止対策は 

必要であろう。よって、この状況でできることを常に追究しなが

ら取り組んでいくことが努力点であると思う。 

９来年度以降の

実施予定 

 参加させていただき、本事業は、スポーツのみならず教育活動

全体で取り組むことができるものであると感じている。今後は、

年度当初に年間指導計画を立てる際、系統的、意図的に位置付け

を明確にするとより充実すると考える。本事業に参加する機会を

いただいたことに感謝したい。 

 

講演の様子 

試合の様子 


